
「山形県精神保健福祉協会 2022 年度 第四回理事会」 会議録

（座長：那須会長）

2022 年 7月 12 日（火） 14時 00 分～15 時 00 分

１．報告事項

➀県社会福祉士会様より新旧理事長ご挨拶→鈴木理事長退任、大江新理事長就任
➁山形保護観察所より広報誌保護だよりの送付
➂山形県作業療法士会様より学会後援依頼→承認
➃上山市障がい支援区分審査委員の推薦→かみのやま病院の亀山さんを推薦で決定
➄日本聴覚障がい者ソ一シャルワ一カ一協会より研究調査報告書の贈呈

⒉ 活動・会議報告

➀ソ一シャルワ一カ一デ一（県社会福祉士会・県医療ＳＷ協会との活動）について
※夏の３団体統一活動は見送り、各団体ごとの活動へ。全体会と県内４エリアごと
の交流親睦を今年度は優先として次年度への統一活動に備える方向性。次回７月下
旬の再度３団体の打ち合わせにて今年度の活動案の最終決定。

➁山形県避難者支援相談会について（特に福島県からの東日本大震災の避難者）
※村山地区と置賜地区の２会場で開催、各相談会合わせて 2件の相談対応
那須会長、淀野副会長、吉田理事、かみのやま病院小林室長の 4名で対応

➂山形県精神保健福祉協会理事会・総会・研究発表会について
※那須会長参加、研究発表会では特に各種依存症相談関連と産後早期の母親のメン
タルヘルスの実態の研究発表が印象に残る。精神科との早期連携についてが課題。

➃若年性認知症ガイドブックについて
※当協会の組織渉外部で作成にて間もなく完成、８月末に発表報告会

➄山形県への要望書提出について
※とりまとめ窓口である山形県社会福祉協議会へ提出、今年も市町村等行政機関で
の相談員としての精神保健福祉士の専従配置と子ども家庭福祉士を担う専門職とし
ての精神保健福祉士の専従配置の２つを要望書として提出。

⑥高齢者・障がい者の権利擁護に関する連絡会・こまくさ会議
※那須会長参加、福祉サ一ビス事業所関連での高齢者・障がい者への虐待相談対応。
実感としては増加傾向。後見人の成り手不足が課題。

⒊．今年度の各部事業活動及び各ブロック支部事業活動の計画策定について
※総会終了後に計画策定とする。



⒋ 今年度の総会について準備・確認
※7月 15 日（金）午後 3時よりオンラインにて総会について総会の議案や準備
及び流れについて確認。過半数の参加者と委任状を確認もまだ未提出者多く。

⒌ その他
参加理事より近況や思うことについて
※特に安倍元総理の事件についていろいろとあり。

●以上理事会にて承認、決議

【 出 席
者】

那須会長・佐藤副会長・山岸事務局次長・本間（優）事務局次長・渡部理事・土田理

事・鹿野理事・高子理事・吉田理事 計 9 名 ※後藤事務局長は役員会終了後に参

加。


